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一
万
円
札
の
肖
像

画
は
福
沢
諭
吉
で
あ

る
が
、
近
々
渋
沢
栄

一
へ
交
代
さ
れ
る
そ

う
だ
。
渋
沢
は
幕
臣

と
し
て
渡
欧
。
帰
国
直
後
に
明
治

維
新
を
迎
え
、
新
政
府
の
大
蔵
省

に
出
仕
し
た
。
退
官
後
に
、
第
一

国
立
銀
行
、
王
子
製
紙
、
聖
路
加

国
際
病
院
な
ど
を
設
立
す
る
な

ど
、
約
６
０
０
の
社
会
公
共
事
業

に
関
わ
っ
た
、
日
本
の
経
済
近
代

化
最
大
の
功
労
者
と
称
さ
れ
る
。

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
と
い

う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ

る
か
が
楽
し
み
で
あ
る
▼
渋
沢
は

晩
年
、『
論
語
と
算
盤
・
モ
ラ
ル

と
起
業
家
精
神
』
を
著
し
た
。
こ

の
本
の
骨
子
は
大
き
く
２
点
。
一

つ
は
、「
道
義
を
伴
っ
た
利
益
」

を
追
求
せ
よ
と
い
う
主
張
。
利
益

の
み
を
優
先
す
る
今
の
新
自
由
主

義
を
１
０
０
年
前
に
批
判
し
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
よ
り
人

を
優
先
し
、
公
益
を
第
一
に
せ
よ

と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。「
経
済
を

発
展
さ
せ
、
富
を
全
体
で
共
有
す

る
こ
と
で
国
全
体
が
豊
か
に
な

り
、
国
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
」

と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
か
つ
て

の
日
本
の
企
業
理
念
な
ど
に
浸
透

し
て
い
る
▼
『
論
語
と
算
盤
』
で

は
「
孔
子
は
利
殖
を
悪
い
と
は
一

言
も
い
っ
て
な
い
。
そ
の
や
り
方

が
道
徳
に
則
っ
て
い
る
べ
き
な
の

だ
」
と
指
摘
し
、
道
徳
と
経
済
は

合
一
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
考

え
に
も
し
違
和
感
を
覚
え
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
弱
者
を
切
り
捨
て
る

間
違
っ
た
資
本
主
義
に
身
を
置
い

て
き
た
証
で
は
な
い
か
▼
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
も
米
国
で
は
ア
メ
リ
カ

フ
ァ
ー
ス
ト
ど
こ
ろ
か
自
ら
の
利

益
優
先
、
大
阪
で
は
地
域
の
将
来

よ
り
も
党
利
優
先
。
こ
の
よ
う
な

政
治
に
対
し
て
お
か
し
い
と
感
じ

る
人
が
増
え
て
い
る
。
今
こ
そ
、

間
違
っ
た
資
本
主
義
で
あ
る
、
新

自
由
主
義
と
決
別
し
よ
う 

（
蓮
）
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特別インタビュー
姫路市医師会長　石橋悦次先生

主張　 核兵器禁止条約発効確定 
核なき世界へ日本政府も批准せよ

３面

２面

出演ご希望の先生は、☎078－393－1807まで

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

研
面
究 ６面第29回日常診療経験交流会演題より　新型コロナウ

イルス感染症診療に関するアンケート調査の結果㊤

第97回評議員会　コロナ禍の下での負担増計画に反対

患者とともに運動広げよう患者とともに運動広げよう
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
補
償
を
政
府
に
求
め
よ
う

―
―
。
協
会
は
11
月
15
日
、
第
97
回
評
議
員
会
・
臨
時
決
算
総
会

・
第
43
回
共
済
制
度
委
員
会
を
開
催
。
評
議
員
ら
85
人
が
参
加

し
、
２
０
２
０
年
度
前
半
期
会
務
報
告
と
後
半
期
の
重
点
課
題
、

決
議
を
承
認
し
た
。
特
別
講
演
で
は
、
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
二

宮
厚
美
氏
が
「
菅
新
政
権
と
社
会
保
障
政
策
の
争
点
」
と
題
し
て

講
演
し
た
（
次
号
以
降
に
詳
報
予
定
）。

医
療
の
拡
充
求
め

医
療
の
拡
充
求
め

1414
人
が
発
言

人
が
発
言

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
西
山
裕
康
理

事
長
は
、「
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
患
者
・
介
護
利
用

者
の
負
担
増
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
受
診
抑
制
や
治
療

の
遅
れ
、
重
症
化
に
つ
な
が
る
ば

か
り
か
、『
医
療
は
平
等
だ
』
と

い
う
国
民
共
有
の
意
識
を
分
断
す

る
」
と
し
て
、
政
府
が
検
討
し
て

い
る
窓
口
負
担
増
計
画
へ
の
反
対

を
訴
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、「
医
療
機
関
に
お

い
て
『
受
診
抑
制
』
と
『
患
者
減

少
』
が
一
気
に
進
ん
だ
。
経
営
悪

化
は
個
々
の
医
療
機
関
の
責
任
で

は
な
い
。
高
い
公
益
性
と
非
営
利

性
を
有
す
る
医
療
に
対
し
、
国
は

診
療
報
酬
の
概
算
払
い
等
に
よ
り

補
償
す
る
責
任
が
あ
る
」
と
訴
え

た
。

　

武
村
義
人
副
理
事
長
が
前
半
期

の
会
務
報
告
と
後
半
期
の
重
点
課

題
に
つ
い
て
報
告
。
会
務
報
告
で

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
被

害
が
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
社
会

保
障
を
軽
視
し
、
弱
者
を
切
り
捨

て
る
新
自
由
主
義
政
策
が
根
底
に

あ
る
。
菅
新
首
相
が
継
承
す
る

『
安
倍
路
線
』
の
転
換
が
必
要

だ
」
と
情
勢
を
報
告
し
た
。
後
半

期
の
重
点
課
題
と
し
て
は
、「『
頼

り
に
な
り
役
立
つ
協
会
』
と
な
る

よ
う
努
め
、
政
府
が
計
画
す
る
新

た
な
患
者
負
担
増
に
反
対
し
、
医

療
費
の
総
枠
拡
大
、
社
会
保
障
拡

充
、
憲
法
と
平
和
を
守
る
運
動
な

ど
を
、
広
範
な
国
民
・
団
体
と
共

　

特
別
講
演
で
は
二
宮
厚
美
氏

が
、
菅
新
政
権
の
特
徴
は
、
新
自

由
主
義
政
策
の
継
続
と
強
権
政
治

　

大
阪
市
を
廃
止
し
、
四
つ
の
総

合
区
に
分
割
す
る
い
わ
ゆ
る
「
大

阪
都
構
想
」
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
（
11
／
１
）
の
結
果
、
反
対

多
数
と
な
り
、
大
阪
市
の
存
続
が

決
定
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、

協
会
は
11
月
14
日
の
第
１
１
２
２

回
理
事
会
で
声
明
を
採
択
し
、
関

係
機
関
に
送
付
し
た
。
以
下
に
声

明
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

　

大
阪
市
を
廃
止
し
、
四
つ
の
総

合
区
に
分
割
す
る
い
わ
ゆ
る
「
大

阪
都
構
想
」
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
は
、
11
月
１
日
に
実
施
さ
れ

た
。
兵
庫
協
会
は
、
９
月
26
日
の

第
１
１
１
９
回
理
事
会
に
て
、
大

阪
府
医
科
・
歯
科
保
険
医
協
会
と

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
、「
大
阪
都
構
想
」
反

対
運
動
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
て

討
議
を
行
っ
て
反
対
運
動
へ
の
支

援
を
決
定
し
、
活
動
支
援
募
金

や
、
反
対
へ
の
投
票
呼
び
か
け
、

役
員
・
事
務
局
の
派
遣
を
行
っ

た
。

　

住
民
投
票
の
結
果
、
反
対
が
多

数
と
な
り
大
阪
市
の
存
続
が
決
定

し
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
歓
迎

す
る
と
と
も
に
、
反
対
運
動
の
先

頭
に
立
っ
て
た
た
か
っ
た
大
阪
府

医
科
・
歯
科
保
険
医
協
会
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
。

ま
た
、
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
兵
庫
協
会
の
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

る
。

　

理
事
会
で
の
討
論
を
経
て
明
ら

か
と
な
っ
た
「
大
阪
都
構
想
」
の

最
大
の
問
題
点
は
、
大
阪
市
を
廃

止
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
大
阪
市

が
政
令
市
と
し
て
有
し
て
き
た
権

限
や
財
源
を
大
阪
府
が
奪
い
、
そ

の
財
源
を
元
に
カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
構

想
な
ど
の
巨
大
開
発
を
進
め
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
維

新
の
会
は
こ
れ
ま
で
政
権
の
補
完

勢
力
と
し
て
、
政
府
が
進
め
て
き

た
社
会
保
障
改
悪
に
加
担
し
、
大

阪
市
内
で
も
現
地
立
替
計
画
を
進

め
て
い
た
住
吉
市
民
病
院
を
廃
止

す
る
な
ど
医
療
改
悪
を
進
め
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
新
自
由
主
義
的
政

策
は
、
到
底
看
過
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。

　

兵
庫
県
で
も
同
様
の
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
、
社
会
保
障
を
改
悪
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
る
計

画
に
は
反
対
し
、
こ
れ
か
ら
も
他

協
会
と
連
帯
し
て
活
動
に
取
り
組

む
決
意
を
新
た
に
す
る
。
会
員
の

皆
さ
ま
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
協

会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

の
二
つ
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

　

二
宮
氏
は
ま
ず
、
医
療
を
、
国

民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
で
あ
る
と

定
義
。
し
か
し
菅
首
相
が
行
っ
て

い
る
の
は
、
そ
の
充
実
で
は
な
く

デ
ジ
タ
ル
化
を
理
由
と
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
推
進
だ
と
指
摘
。

社
会
保
障
を
軽
ん
じ
る
菅
首
相
の

姿
勢
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
自
助
・
共
助
・
公
助
そ
し
て

絆
」
に
も
表
れ
て
い
る
と
批
判
し

た
。

　

ま
た
、
安
倍
首
相
退
任
後
に
、

菅
氏
が
新
総
裁
候
補
に
急
浮
上
し

同
し
て
進
め
る
こ
と
に
全
力
を
尽

く
す
」
と
し
た
。

　

討
論
で
は
「
発
熱
外
来
の
実
践

と
政
府
の
補
助
金
制
度
」「
地
元

選
出
議
員
と
の
懇
談
な
ど
協
会
の

政
治
的
影
響
力
の
強
化
を
」「
患

者
署
名
を
推
進
し
、
75
歳
以
上
窓

口
２
割
負
担
を
阻
止
し
よ
う
」

「
自
治
体
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
応
に

つ
い
て
の
問
題
提
起
」「
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
の
研
究
会
活
動
の
実

践
」
な
ど
、
医
療
・
社
会
保
障
改

善
、
環
境
・
公
害
に
対
す
る
運
動

の
強
化
を
求
め
る
発
言
や
、
各
支

部
で
の
多
彩
な
活
動
の
紹
介
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
研
究
会
活
動
、
会
員

拡
大
へ
の
協
力
の
お
願
い
な
ど
、

14
人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医

療
機
関
経
営
の
補
償
、
医
療
費
抑

制
政
策
の
転
換
と
公
衆
衛
生
体
制

の
強
化
、
患
者
・
介
護
利
用
者
負

担
増
計
画
の
中
止
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
決
議
を
採
択
し
た
。

た
こ
と
に
つ
い
て
、
森
友
・
加
計

学
園
問
題
、
桜
を
見
る
会
な
ど
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
、
安
倍
政
権

時
代
の
失
政
を
把
握
し
て
い
る
菅

氏
し
か
、
国
民
の
追
及
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
と
自
民
党
が
判
断
し
た

た
め
と
解
説
。
新
自
由
主
義
路
線

を
継
承
し
つ
つ
、
前
政
権
の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
を
も
み
消
さ
せ
る
よ
う

な
強
権
政
治
は
菅
首
相
し
か
で
き

な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
新
自
由

主
義
政
策
は
全
世
代
型
社
会
保
障

を
建
前
と
し
た
高
齢
者
の
負
担
増

計
画
に
、
強
権
政
治
は
日
本
学
術

会
議
委
員
任
命
拒
否
に
よ
る
反
政

府
派
学
者
の
排
除
に
早
く
も
表
れ

て
い
る
と
解
説
し
た
。

　

第
43
回
共
済
制
度
委
員
会
で

は
、
共
済
事
業
報
告
お
よ
び
事
業

計
画
案
が
報
告
さ
れ
、
特
別
報
告

で
は
太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社
法

人
営
業
推
進
部
長
の
横
山
裕
輔
氏

が
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
金
融
市
場
と

生
命
保
険
業
界
」
を
テ
ー
マ
に
報

告
を
行
っ
た
。
臨
時
決
算
総
会
で

は
、
19
年
度
決
算
・
監
査
報
告
が

承
認
さ
れ
た
。

菅
新
政
権
の
狙
い
は「
新
自
由
主
義
の
延
命
」

新
自
由
主
義
的
自
治
体
解
体
政
策
に

新
自
由
主
義
的
自
治
体
解
体
政
策
に

引
き
続
き
反
対
す
る

引
き
続
き
反
対
す
る

「
大
阪
都
構
想
」
住
民
投
票
で
反
対
多
数第

１
１
２
２
回
理
事
会

特
別
講
演　

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
名
誉
教
授

国に補償を求める決議を拍手で採択

菅政権の本質を暴く
二宮神大名誉教授　

再
流
行
へ
の
備
え
・
患
者
負
担
増
中
止
を
求
め
る
決
議
採
択

再
流
行
へ
の
備
え
・
患
者
負
担
増
中
止
を
求
め
る
決
議
採
択

「医療知ろう！」「医療知ろう！」
放送中!!放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分頃～毎週木曜19時25分頃～

AM558kHz／1395kHz（但馬）　FM91.1MHz

声　明
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実
績
報
告
を
お
忘
れ
な
く

実
績
報
告
を
お
忘
れ
な
く

　

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

患
者
負
担
増
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
、
解
説
す
る
本
シ
リ
ー
ズ
。
今

回
は
「
紹
介
状
な
し
の
病
院
受
診

の
定
額
負
担
」
を
み
て
い
く
。

　

「
紹
介
状
な
し
の
病
院
受
診
の

定
額
負
担
」
と
は
、
紹
介
状
な
し

で
病
院
を
受
診
す
る
際
に
、
通
常

の
３
割
の
患
者
窓
口
負
担
に
加
え

て
、
一
定
額
を
患
者
か
ら
徴
収
す

る
制
度
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
も
と
も
と
１
９

９
６
年
に
２
０
０
床
以
上
の
病
院

の
初
診
を
対
象
に
、
２
０
０
２
年

に
再
診
を
対
象
に
、
当
時
の
特
定

政策解説②
ス
ト
ッ
プ
！　

ス
ト
ッ
プ
！　

　
　
　

負
担
増

　
　
　

負
担
増

紹
介
状
な
し
の

病
院
受
診
の
定
額
負
担

協
会
政
策
部

　

10
月
24
日
、
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准

る
。

　

核
抑
止
力
論

者
は
核
兵
器
所

有
に
よ
る
抑
止

効
果
を
主
張
す

る
が
、
細
心
の

注
意
を
払
い
管

禁
止
条
約
は
、

こ
れ
ま
で
も
生

物
兵
器
や
対
人

地
雷
、
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾
な
ど

が
成
立
し
た
。

い
ず
れ
も
条
約

手
続
き
を
終
え
、
遂
に
批
准
し

た
国
と
地
域
数
が
、
発
効
に
必

要
な
50
に
達
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
来
年

１
月
22
日
の
発
効
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
歴
史
的
な
条
約
の
発

効
確
定
を
心
よ
り
歓
迎
す
る
。

　

こ
の
条
約
は
核
兵
器
に
「
非

人
道
的
兵
器
」
の
烙
印
を
押

し
、
開
発
、
製
造
、
保
有
、
使

用
な
ど
を
広
く
禁
止
す
る
も
の

で
、
２
０
１
７
年
７
月
に
国
連

で
１
２
２
の
国
と
地
域
の
賛
成

で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

条
約
に
批
准
し
た
国
、
地
域

は
１
年
以
内
に
締
約
国
会
議
を

開
き
、
核
兵
器
廃
絶
の
期
限
、

検
証
方
法
等
が
議
論
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
米
露
の
新
型
核
兵

器
開
発
や
中
国
の
拡
大
、
北
朝

鮮
と
イ
ラ
ン
の
核
開
発
、
印
パ

対
立
な
ど
、
核
廃
絶
に
逆
行
す

る
軍
拡
の
動
き
が
起
こ
っ
て
い

国
防
長
官
も
「
偶
発
的
に
核
戦

争
が
始
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
私
が
知

る
限
り
３
回
経
験
し
て
い
る
」

と
証
言
し
て
い
る
。

　

福
島
の
原
発
事
故
の
よ
う
に

「
想
定
外
」
の
こ
と
は
起
こ
り

に
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
道
を

開
い
た
の
は
、
核
兵
器
の
「
非

人
道
性
」
か
ら
出
発
し
た
世
界

の
運
動
で
あ
る
。
一
般
市
民
も

巻
き
添
え
に
な
る
危
険
が
極
め

て
高
い
「
非
人
道
的
兵
器
」
の

　

し
か
し
、
米
中
露
等
の
核
保

有
国
は
、
こ
の
条
約
に
反
対

し
、
米
国
の
核
の
傘
に
い
る
日

本
や
韓
国
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

等
も
批
准
し
て
い
な
い
。
批
准

し
て
い
な
い
国
・
地
域
の
締
約

国
会
議
へ
の
オ
ブ
サ
ー
バ
ー
参

加
に
つ
い
て
も
、
日
本
政
府
は

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
招

待
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
否
定
的

な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
。
米
国
に
忖
度
ば
か
り

し
て
条
約
に
反
対
す
る
の
で
は

な
く
、
批
准
す
べ
き
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
締
約
国
会
議
へ
参
加
す

べ
き
で
あ
る
。
国
民
の
命
と
健

康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
の

団
体
と
し
て
、
政
府
の
姿
勢
に

反
対
す
る
。

理
し
て
も
誤
作
動
や
人
的
ミ
ス

の
恐
れ
が
常
に
あ
る
。
仮
に
誤

射
で
あ
っ
て
も
一
た
び
使
用
さ

れ
れ
ば
、
報
復
か
ら
核
戦
争
に

な
る
危
険
性
は
高
く
、
核
兵
器

は
保
有
す
る
だ
け
で
危
険
極
ま

り
な
い
。
実
際
に
ペ
リ
ー
元
米

え
る
。
し
か
も
核
兵
器
の
場
合

は
、
即
人
類
の
破
滅
に
直
結
す

る
。
現
在
進
行
形
で
人
的
・
経

済
的
被
害
が
世
界
中
で
拡
大
し

て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
も
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
、
想
定
外
の
事
態
は
突
然

発
効
後
、
世
論
に
よ
っ
て
、
非

締
結
国
で
も
こ
れ
ら
の
使
用
・

保
有
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な

り
、
廃
絶
が
実
現
・
大
き
く
前

進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
正
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定

核
な
き
世
界
へ

日
本
政
府
も
批
准
せ
よ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

「
慰
労
金
」「
感
染
拡
大
防
止
等

支
援
事
業
」
を
受
け
た
場
合
、
実

績
報
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
実

績
報
告
の
手
続
き
や
書
類
の
書
き

方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

「
慰
労
金
」「
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
事
業
」

◆ 「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
応
従
事
者
慰
労
金
」

　

提
出
期
日　

医
療
従
事
者
へ
の

給
付
が
完
了
し
た
日
か
ら
概
ね
１

カ
月

　

提
出
様
式

①
申
請
の
際
に
使
用
し
た
エ
ク
セ

ル
表
の
「
様
式
７
号
」「
様
式
８

号
」、
ま
た
は
兵
庫
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
「
様
式
７
号
」「
様

式
８
号
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
書

類
を
作
成

※
交
付
決
定
通
知
書
に
記
載
の

「
申
請
管
理
番
号
」
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
様
式
に
番
号
記
入
欄

が
な
い
場
合
は
、
右
上
に
手
書
き

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
時
の
申
請
額
や
振
込
手
数

料
に
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
様

式
７
号
で
金
額
を
確
定
さ
せ
ま

す
。
返
還
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
、
県
か
ら
手
続
き
に
つ
い
て
連

絡
が
あ
り
ま
す

②
慰
労
金
の
給
付
が
確
認
で
き
る

書
類
を
作
成

・
手
渡
し
の
場
合
…
給
付
し
た
金

額
、
日
付
、
氏
名
等
を
記
載
し
た

書
類
を
作
成
し
、
医
療
従
事
者
本

※
補
助
事
業
が
完
了
し
た
日
と

は
、
物
品
等
の
支
払
い
完
了
日
な

ど
、
報
告
す
べ
き
費
用
が
確
定
し

た
日

　

提
出
様
式　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
事
業
実
績
報
告
書
（
様
式

４
）、
所
要
額
精
算
書
（
様
式

５
）、
事
業
実
績
明
細
書
（
様
式

６
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
実
際
に

支
出
し
た
費
用
の
内
容
や
金
額
な

ど
の
明
細
を
記
入
・
印
刷
し
、
下

記
宛
に
郵
送
。

※
領
収
書
等
の
添
付
は
不
要
で
す

が
、
２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
間
は
保
存
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
内
容
確
認
の
た
め
、
県
か
ら

証
拠
書
類
の
提
出
等
を
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
様
式
４
に
は
、
交
付
決
定
通
知

書
に
記
載
し
て
い
る
「
申
請
管
理

番
号
」「
交
付
決
定
通
知
書
の
日

付
」「
交
付
決
定
番
号
」
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い

※
補
助
金
の
一
部
返
還
が
必
要
な

場
合
は
、
県
か
ら
手
続
き
に
つ
い

て
連
絡
が
あ
り
ま
す

　

両
報
告
の
提
出
先　

〒
６
５
１

―
８
７
６
９
（
住
所
記
載
不
要
）

兵
庫
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業
事
務
局

※
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
「
医

療
慰
労
金　

実
績
報
告
書
提
出
」

「
感
染
拡
大
防
止
等
支
援
金　

事

業
実
績
報
告
書
在
中
」
と
朱
書
き

し
て
送
付

　

こ
れ
ら
は
全
て
11
月
19
日
現
在

の
も
の
で
す
。
今
後
変
更
等
が
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
兵
庫
県
保
険
医
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
☎
078
―
393
―
１
８
０
５
）

図　「慰労金」受領確認書（参考様式）

療
養
費
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
、

各
病
院
が
通
常
の
窓
口
負
担
に
加

え
て
各
病
院
が
決
め
た
額
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
２
０

１
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
特
定

機
能
病
院
・
一
般
病
床
５
０
０
床

以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
を
対

象
に
義
務
化
さ
れ
、
２
０
１
８
年

度
改
定
で
許
可
病
床
４
０
０
床
以

上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
に
も
拡

大
。
２
０
２
０
年
度
に
は
、
２
０

０
床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院

ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
政
府
は

全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
の

中
間
報
告
や
、
財
政
制
度
等
審
議

会
で
「
…
対
象
病
院
の
拡
大
、
定

額
負
担
の
増
額
を
図
る
と
と
も

に
、
明
確
な
形
で
の
医
療
保
険
財

た
に
対
象
と
な
る
。
徴
収
金
額

も
、
現
在
は
最
低
金
額
と
し
て
、

初
診
５
０
０
０
円
（
歯
科
３
０
０

０
円
）、
再
診
２
５
０
０
円
（
歯

科
１
５
０
０
円
）
と
設
定
さ
れ
て

い
る
が
、
政
府
は
こ
の
金
額
も
引

き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

政
へ
寄
与
と
な
る
よ
う
制
度
的
対

応
を
講
ず
る
べ
き
」
と
し
、
具
体

的
に
は
２
０
０
床
以
上
の
一
般
病

院
を
対
象
に
加
え
る
検
討
を
し
て

い
る
（
図
１
）。

　

こ
れ
に
よ
り
全
国
で
６
８
８
病

院
が
、
兵
庫
県
で
も
16
病
院
が
新

榜
科
が
近
隣
に
な
く
、
病
院
に
行

か
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
そ
う
し
た
、
や
む
を
得
な
い

場
合
に
も
定
額
負
担
を
強
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
患
者
の
受
診
抑
制
と
そ
れ
に
よ

る
疾
患
の
増
悪
が
問
題
と
な
る

中
、
患
者
に
病
院
受
診
を
い
っ
そ

う
た
め
ら
わ
せ
る
施
策
に
は
問
題

が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
医
療
費

の
抑
制
が
政
府
の
主
目
的
で
あ
る

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
各
国
の

医
療
提
供
体
制
の
弱
点
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
日
本
で
も
医
療
費

抑
制
の
た
め
に
こ
の
20
年
間
で
感

染
症
病
床
が
78
％
削
減
さ
れ
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
も
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
の

半
分
程
度
し
か
整
備
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
今
こ
そ
、
政
府
は
医
療
費
を

増
や
し
医
療
提
供
体
制
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
患
者
負
担
を
軽
減

す
る
べ
き
で
あ
る
。

図１　病院受診時定額負担の対象拡大

図２　定額負担分は病院の診療報酬を減額

出典：厚生労働省
※1　病床数は一般病床の数であり、特定機能病院は平成31年4月、地域医療支援病院は平成30年12月時点。
※2　上記400床以上の地域医療支援病院数には、一般病床数は400床未満だが、一般病床の他に療養病床や

精神病床等を有し、合計で400床以上となっている病院数（19病院）を含めている。

令和元年度
まで

病床数（※1）

400床以上 86
（1.0％）

200～399床以上 0
（０％）

233
（2.8％）

564
（6.7％）

816
（9.7％）

200床未満 0
（０％）

27
（0.3％）

7,031
（83.6％）

7,058
（83.9％）

全体 86
（1.0％）

607
（7.2％）

7,719
（91.8％）

8,412
（100％）

347
（4.1％）

※2

124
（1.5％）

538
（6.4％）

特定機能病院 地域医療支援病院 その他 全体

令和２年度
以降
今後の
検討対象

433

233

688

0

(円)

3000

6000

9000

12000

15000

制度がない場合 現在の制度 政府の計画

定額負担を増やし、その分
診療報酬を減らす。結局、
保険者や国の負担を患者さ
んと病院に付回すだけ！

窓口負担
定額負担
診療報酬

　

地
域
に
よ

っ
て
は
、
抱

え
る
疾
患
に

対
応
す
る
標

　

紹
介
状
が

な
け
れ
ば
定

額
負
担
を
課

さ
れ
る
こ
と

は
、
裏
を
返

せ
ば
、
お
金

さ
え
払
え
ば

病
院
を
自
由

に
受
診
で
き

る
と
い
う
こ

と
で
、「
軽

症
で
の
大
病

院
受
診
」
以

上
の
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
で

あ
る
。「
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
を
窓
口
負
担
金

額
で
抑
制
す
る
こ
と
は
、
受
診
で

き
る
医
療
機
関
が
経
済
力
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、「
格
差
医
療
」
の
容
認
で
あ

る
。

　

ま
た
「
増
額
分
に
つ
い
て
公
的

医
療
保
険
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
」、「
明
確
な
形
で
の
医
療
保
険

財
政
へ
寄
与
と
な
る
よ
う
」
と
し

て
い
る
の
は
、
病
院
が
患
者
か
ら

徴
収
し
た
定
額
負
担
分
に
つ
い

て
、
病
院
が
保
険
者
か
ら
受
け
取

る
診
療
報
酬
を
そ
の
分
減
額
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
２
）。

負担増を
検討中

政府の負担増計画阻止へ！政府の負担増計画阻止へ！

２
万
筆
を
突
破
！

２
万
筆
を
突
破
！

1111／／1919 現在　20,008筆現在　20,008筆

「ストップ！負担増」署名に「ストップ！負担増」署名に
ご協力くださいご協力ください

人
か
ら
の
受
取
印
や

サ
イ
ン
な
ど
を
受

け
、
コ
ピ
ー
を
提
出

（
原
本
は
医
療
機
関

で
保
存
）

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
参
考
様
式
が
あ

り
ま
す
（
図
）

・
銀
行
振
り
込
み
の

場
合
…
送
金
先
の
口

座
名
義
、
金
額
、
手

数
料
が
分
か
る
明
細

書
等
の
コ
ピ
ー

◆「
感
染
拡
大
防
止

　
等
支
援
事
業
」

　

提
出
期
日　

補
助

事
業
が
完
了
し
た
日

か
ら
30
日
を
経
過

し
た
日
、
ま
た
は

２
０
２
１
年
４
月

10
日
（
土
）
の
い

ず
れ
か
早
い
日

﹇
必
着
﹈

▶
署
名
用
紙
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
医
療
機
関
経
営
へ
の
影
響

は
深
刻
―
―
。
今
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
同
時
流
行
が
警
戒
さ
れ
る
中
、
受
診
抑
制
の
影
響
は
い
ま

だ
地
域
医
療
の
病
院
経
営
に
残
っ
た
ま
ま
だ
。
姫
路
市
内
で
広
畑
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
病
院
や
石
橋
内
科
、
介
護
施
設
も
展
開
す
る
医
療
法
人

社
団
石
橋
内
科
理
事
長
の
石
橋
悦
次
先
生
に
、
そ
の
実
情
、
経
営
保

障
策
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
に
向
け
た
医
療
提
供
体
制

確
保
の
問
題
に
つ
い
て
、
西
山
裕
康
理
事
長
が
聞
い
た
。

医
療
機
関
の
存
続
の
た
め
に
―
―

医
療
機
関
の
存
続
の
た
め
に
―
―

診
療
報
酬
「
概
算
払
い
」
の

診
療
報
酬
「
概
算
払
い
」
の

実
現
は
可
能

実
現
は
可
能

　

西
山　

私
た
ち
が
実
施
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
で
は
、
受
診
抑
制
に
よ
る
医

療
機
関
の
深
刻
な
経
営
悪
化
は
明

ら
か
で
し
た
。
先
生
の
医
療
機
関

へ
の
影
響
は
ど
う
で
す
か
。

　

石
橋　

一
部
の
医
療
機
関
で

は
、
院
内
感
染
予
防
の
た
め
に
発

熱
患
者
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う

動
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
域
に
根
差

し
た
医
療
」
で
す
。
当
院
が
発
熱

患
者
を
受
け
入
れ
な
い
と
な
れ
ば

一
番
に
困
る
の
は
地
域
の
人
で
す

か
ら
、
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
は
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
行
こ
う
と
い

う
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
当
院
が
受
診
を
制
限
す
る
よ

う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
や
は
り
患
者
さ
ん
に
は
「
病

院
で
感
染
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
不
安
が
あ
り
、
受
診
減
と

収
入
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
の
要
望
も
あ
っ
て
、
４
月

頃
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
長
期

処
方
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
減
収

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
６
月

ご
ろ
か
ら
徐
々
に
回
復
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
で
も
外
来
で
は
約
２

割
の
減
収
で
す
。

　

西
山　

国
や
行
政
と
し
て
は
、

医
療
機
関
に
受
け
入
れ
規
制
を
指

示
す
る
と
、
そ
の
減
収
分
を
補
償

し
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
あ
く
ま
で
も
各
医
療
機
関
の

「
自
主
判
断
」
と
い
う
形
に
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
介
護

施
設
も
お
持
ち
で
す
が
、
感
染
予

防
に
は
相
当
気
を
使
わ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

石
橋　

そ
う
で
す
ね
。
行
政
か

ら
受
け
入
れ
制
限
の
要
請
は
あ
り

入
れ
た
医
療
機
関
」
の
み
に
な
っ

て
い
る
の
も
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
受
け
入
れ
て
い
な
い
医
療
機

関
で
も
患
者
さ
ん
の
受
診
抑
制
に

よ
り
経
営
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

受
診
患
者
さ
ん
が
減
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
政
府
の
当
初
予
算
に
お

け
る
医
療
費
は
余
っ
て
い
る
は
ず

で
す
し
、
各
保
険
者
も
そ
の
分
黒

字
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ

れ
を
、
減
収
し
た
医
療
機
関
に
給

付
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

西
山　

確
か
に
。
私
た
ち
が
要

求
し
て
い
る
「
概
算
払
い
」
に
は

新
た
な
財
源
も
不
要
で
、
迅
速
か

つ
簡
単
に
実
現
可
能
な
は
ず
で

す
。

　

石
橋　

そ
の
通
り
で
す
。

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」に

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」に

十
分
な
補
償
を

十
分
な
補
償
を

　

西
山　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同

時
流
行
に
備
え
、
厚
生
労
働
省
は

一
般
の
医
療
機
関
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
疑
い
の
患
者
を
診

る
「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

石
橋　

姫
路
市
内
で
も
50
以
上

の
医
療
機
関
が
指
定
を
受
け
ま
し

た
が
、
実
際
に
診
療
で
き
る
の
か

不
安
だ
と
い
う
声
が
多
く
の
医
療

機
関
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。
最

も
大
き
な
懸
念
は
万
一
、
医
師
や

ス
タ
ッ
フ
が
感
染
し
た
場
合
の
補

償
が
少
な
い
と
い
う
点
で
す
。
政

府
は
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
疑
い
患
者
に
つ
い

て
、
感
染
防
止
対
策
を
十
分
に
行

関
に
行
わ
せ
る
と
い
う
の
で
す
か

ら
、
そ
の
懸
念
も
当
然
で
す
。
政

府
は
新
型
コ
ロ
ナ
診
療
の
第
一
線

を
一
般
医
療
機
関
の
手
上
げ
方
式

と
し
、
感
染
リ
ス
ク
や
経
営
判
断

を
丸
投
げ
し
て
い
ま
す
。
医
療
従

事
者
の
使
命
感
に
頼
り
切
っ
て
い

な
が
ら
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
感

染
や
そ
の
後
の
診
療
体
制
は
「
医

療
機
関
の
自
己
責
任
で
」
と
い
う

の
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

西
山　

「
診
療
・
検
査
医
療
機

関
」
に
つ
い
て
は
、
協
会
で
実
施

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
の
診
療
・
検
査
体
制
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
指
定
の

意
向
に
関
わ
ら
ず
８
割
の
医
療
機

関
が
、「
検
体
採
取
等
に
よ
る
感

染
リ
ス
ク
」
を
「
不
安
要
素
」
と

し
て
挙
げ
ま
し
た
。

　

石
橋　

早
期
診
断
と
地
域
医
療

の
崩
壊
を
防
ぐ
目
的
に
、
姫
路
市

医
師
会
は
県
下
で
最
も
早
く
「
地

域
外
来
、
検
査
セ
ン
タ
ー
」
を
設

立
し
、
感
染
リ
ス
ク
を
減
ず
る
と

い
う
点
で
、
医
師
会
が
仲
介
し
姫

路
市
と
会
員
と
の
間
で
の
唾
液
検

査
に
よ
る
集
合
契
約
を
結
び
ま
し

た
。

　

西
山　

明
石
市
で
も
、
感
染
リ

ス
ク
を
下
げ
、
対
応
可
能
医
療
機

関
を
広
げ
る
た
め
に
、
患
者
自
身

が
唾
液
を
検
査
セ
ン
タ
ー
に
持
参

し
て
も
ら
う
方
法
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
お
け
る
感
染
対
策

は
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
非

常
に
大
切
で
す
。
医
師
が
１
人
し

か
い
な
い
一
般
の
医
療
機
関
で

は
、
医
師
が
感
染
し
た
り
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
場
合
、
診
療
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ

ば
、
一
定
期
間
休
診
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
医
療
機
関
経
営
が
悪
化
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
も
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

石
橋　

そ
の
通
り
で
す
。
や
は

り
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
感
染
し
た

り
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
際
の
経

営
補
償
が
必
要
で
す
。
政
府
は
、

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
」
の
指

定
に
あ
た
り
、
補
助
金
制
度
を
設

け
ま
し
た
が
、
今
の
制
度
で
は
多

く
の
発
熱
患
者
を
診
察
し
た
場

合
、
補
助
金
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を

コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を

ど
う
生
か
す
の
か

ど
う
生
か
す
の
か

　

西
山　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
こ
れ
ま
で
に
も
新

興
感
染
症
の
流
行
は
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ほ
ど
社
会
的

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
医
療
従

事
者
を
含
め
こ
こ
ま
で
不
安
が
広

が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関

の
存
続
ま
で
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
背
景

に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
が
一
面
的
な
報
道
を
行

っ
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

石
橋　

全
く
同
感
で
す
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
で
、

世
界
中
で
感
染
と
不
安
が
広
が
っ

た
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
と
は
全
く
状
況
の
異
な
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
の
感
染
拡
大
や
死
亡

率
が
、
病
院
に
あ
ふ
れ
か
え
る
患

者
や
疲
労
困
憊
す
る
医
療
従
事
者

の
映
像
と
と
も
に
、
即
座
に
日
本

に
伝
わ
り
ま
し
た
。
あ
の
よ
う
な

映
像
を
毎
日
見
て
い
れ
ば
多
く
の

人
が
「
も
う
す
ぐ
日
本
で
も
」

「
次
は
私
か
も
」
と
思
い
、
恐
れ

る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
姫
路
市
医
師
会

で
は
毎
年
報
道
10
社
と
の
懇
談
会

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ち
ょ
う

ど
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
号
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
し
て
い
た
と
き
に
行

い
ま
し
た
。
私
は
く
れ
ぐ
れ
も
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
な
報
道
を
控
え
る
よ

う
に
と
要
請
し
ま
し
た
が
、
結
果

は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

　

西
山　

報
道
に
つ
い
て
で
す

が
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
一
部

の
専
門
家
に
も
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

テ
レ

ビ
で
「
国
内
の
重
篤
患
者
が
数
十

万
人
に
達
し
、
そ
の
半
数
が
死
亡

す
る
」
と
言
っ
て
い
た
専
門
家
も

い
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
は
「
煽

る
文
化
」
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ

う
い
っ
た
点
に
も
問
題
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

石
橋　

そ
う
で
す
ね
。
医
学
は

サ
イ
エ
ン
ス
で
す
。
で
す
か
ら
、

あ
る
予
測
を
し
て
、
そ
れ
が
実
際

と
異
な
れ
ば
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た

の
か
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
予
測
に
用
い
た
デ
ー
タ
に

つ
い
て
も
、
ど
う
い
う
サ
ン
プ
ル

か
ら
ど
の
よ
う
統
計
を
取
っ
た
の

か
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
私
た
ち
医
師
の
教

訓
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
え

ば
、
デ
ー
タ
と
エ
ビ
デ
ン
ス
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
流
行
の
初
期
段
階

で
、
何
の
対
応
も
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
背
景
に
は
医
師
が
建
前

ば
か
り
で
本
音
の
議
論
を
し
て
こ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
デ
ー
タ
や
エ
ビ
デ

ン
ス
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
段
階
で

も
医
師
が
率
直
に
本
音
で
議
論
し

て
、
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
他
に
も
恐
ろ
し
い

疾
患
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
は
恐
ろ
し
い
。
と
に
か

く
感
染
予
防
を
」
と
い
う
建
前
の

議
論
に
終
止
し
て
、「
自
粛
」
に

よ
る
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
や
国
民
の

生
活
困
難
、
受
診
抑
制
に
よ
る
慢

性
疾
患
の
増
悪
等
々
に
つ
い
て
、

十
分
に
議
論
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

西
山　

今
後
、
私
た
ち
は
ど
う

す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

石
橋　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
感
染

予
防
を
進
め
る
と
同
時
に
、
た
だ

「
恐
ろ
し
い
感
染
症
だ
」
と
騒
ぐ

の
で
は
な
く
、
重
症
化
リ
ス
ク
を

下
げ
て
、
医
療
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
重
症
化

し
や
す
い
症
例
を
早
期
に
把
握

し
、
適
切
に
診
断
し
、
経
過
を
十

分
観
察
し
、
重
症
化
の
兆
候
が
あ

れ
ば
早
め
に
入
院
さ
せ
、
よ
り
手

厚
い
治
療
を
受
け
さ
せ
る
。
そ
う

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
リ
ス
ク
を
普
通
の
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
程
度
に
ま
で
落

と
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
診
断
・
治
療

体
制
を
整
備
す
れ
ば
、
何
ら
恐
れ

る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
経
済
的
な
影
響
も
考

慮
し
な
が
ら
、
医
師
が
本
音
で
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

現
場
に
近
い
ア
ド
バ
イ
ス
を

現
場
に
近
い
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
る
協
会
に
期
待

く
れ
る
協
会
に
期
待

　

西
山　

先
生
は
長
年
に
わ
た
り

協
会
の
理
事
を
さ
れ
、
病
院
・
有

床
診
療
所
部
会
を
は
じ
め
協
会
活

動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

石
橋　

こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
ア

ン
ケ
ー
ト
も
そ
う
で
す
が
、
協
会

は
常
に
医
療
現
場
の
意
見
を
聞

き
、
適
切
な
助
言
や
効
果
的
な
提

言
を
迅
速
に
さ
れ
て
お
り
、
い
つ

も
感
心
し
て
い
ま
す
。
私
も
引
き

続
き
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

西
山　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
施
設

内
で
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
利
用

者
さ
ん
同
士
が
極
力
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
と
れ
る
よ
う
に
受
け
入
れ
人

数
の
制
限
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
感
染
防
止

対
策
に
つ
い
て
国
は
一
定
の
補
助

を
医
療
機
関
や
介
護
施
設
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
現
場
で
の

受
け
入
れ
制
限
な
ど
は
各
医
療
機

関
任
せ
で
、
受
診
抑
制
や
経
営
悪

化
を
い
わ
ば
「
自
己
責
任
」
に
し

て
い
ま
す
ね
。
こ
う
し
た
中
、
協

会
で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
を
、

ひ
い
て
は
地
域
の
患
者
さ
ん
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
受
診
抑
制

等
に
よ
る
減
収
の
責
任
を
医
療
機

関
に
押
し
付
け
ず
に
政
府
が
責
任

を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
考
え
か

ら
、
前
年
度
の
診
療
報
酬
支
払
い

実
績
に
基
づ
く
差
額
補
填
、
い
わ

ゆ
る
「
概
算
払
い
」
を
要
求
し
て

い
ま
す
。

　

石
橋　

そ
の
提
案
に
は
私
も
賛

成
で
す
。「
概
算
払
い
」
要
求
は

日
本
医
師
会
や
四
病
協
も
求
め
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
医
療
機
関
は

前
年
の
収
入
を
前
提
に
経
営
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
に
予

期
で
き
な
い
こ
と
で
、
数
カ
月
間

も
収
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
、

各
医
療
機
関
は
当
初
の
経
営
計
画

を
全
う
で
き
ず
、
存
続
も
危
う
く

な
り
ま
す
。
予
期
で
き
な
い
点
で

は
自
然
災
害
と
同
じ
で
す
。
し
か

し
現
在
、
国
に
よ
る
医
療
機
関
支

援
策
は
融
資
が
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。
融
資
で
は
一
時
的
に
資
金

を
得
ま
す
が
、
返
済
が
必
要
で
す

の
で
、
経
営
計
画
の
抜
本
的
な
変

更
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
、
融
資
よ
り
も
、
今
年
度
の
経

営
計
画
を
全
う
で
き
る
概
算
払
い

で
の
対
応
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
の
医
療
機
関
に
対
す

る
支
援
の
中
心
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
を
受
け

【いしばし　えつじ】1955年生。79年川崎医科大
学卒業、神戸大学附属病院、須磨赤十字病院、県
立姫路循環器病センターを経て、89年より石橋内
科院長、2000年より医療法人社団石橋内科理事長
を兼任。1997年より協会理事。2020年に姫路市医
師会長に就任。

姫路市医師会長
医療法人社団　石橋内科理事長
 石橋 悦次先生

聞
き
手

う
こ
と
の
で
き

る
一
部
の
病
院

な
ど
を
「
帰
国

者
・
接
触
者
外

来
」
と
し
て
指

定
し
対
応
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
今
後
は

一
般
の
医
療
機

医療機関医療機関のの減収減収にに合わせた補償合わせた補償をを
特別インタビュー 姫路市医師会長

医療法人社団　石橋内科理事長 石橋 悦次先生

西山 裕康理事長
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こ
の
よ
う
な
方
に

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
！

資産運用は
利率と安定性と

使い勝手のよさだな
死亡保障は
安いほどいい

病気やケガで
休んだ時の
備えがほしい

医事紛争の
備えは必須

損害保険も
安くしたい 選

ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
保
険
に
入
っ
た
か
ら

整
理
が
つ
か
な
い

保険医年金

積立年金DefL
（デフエル）

選選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ちちち
こ
っ
ち
で
保保
険
に
入
っ
た
か
ら

協
会
の
共
済
は
ご
加
入
内
容
を
ま
と
め
て
管
理
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

協会グループ保険

新グループ保険

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償
責任保険

団体割引の
自動車保険、
火災保険

医療保険、ガン保険

　

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
感

染
管
理
認
定
看
護
師
の
高
橋
尚
子

様
よ
り
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
対
策
に
つ
い
て
く
わ
し
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド

で
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
・
伝
播
す

る
期
間
や
、
院
内
の
職
員
間
感
染

を
予
防
す
る
た
め
の
行
動
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
項
目
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り

回
さ
れ
る
本
当
に
大
変
な
一
年
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
先
も
し

ば
ら
く
は
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

で
、
ず
っ
と
付
き
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い

う
小
さ
な
単
位
の
医
療
機
関
で
す

が
、
院
内
の
消
毒
の
あ
り
方
や
、

ス
タ
ッ
フ
や
患
者
さ
ん
の
感
染
予

防
対
策
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
り

具
体
的
に
教
え
て

い
た
だ
き
、
改
め

て
と
て
も
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し

た
。
日
々
の
業
務

を
振
り
返
り
、
キ

チ
ン
と
実
践
し
続

け
て
い
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
改
め
て
思
っ

て
お
り
ま
す
。

【
尼
崎
市　

 

Ｈ
・
Ｙ
】

　

協
会
は
10
月
17
日
、「
第
８
回

院
長
を
夫
に
も
つ
み
な
さ
ま
の
た

め
の
懇
談
会
」
を
協
会
会
議
室
で

開
催
し
、
22
人
が
参
加
し
た
。
北

播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
部

次
長
で
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の

髙
橋
尚
子
氏
が
「
診
療
所
で
知
っ

て
お
き
た
い
感
染
対
策
の
基
礎
知

識
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
参
加
者

は
各
医
院
の
工
夫
な
ど
を
互
い
に

交
流
し
た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

神
戸
支
部
は
10
月
17
日
、
チ
サ

ン
ホ
テ
ル
神
戸
で
第
41
回
支
部
総

会
を
開
催
。
総
会
で
は
支
部
役
員

を
改
選
し
、
田
中
孝
明
先
生
を
支

部
長
に
再
任
し
た
。
記
念
講
演
で

は
、
市
立
伊
丹
病
院
脳
神
経
外
科

主
任
部
長
二
宮
宏
智
先
生
を
招

き
、「
て
ん
か
ん
治
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
〜
高
齢
者
て
ん
か
ん
を
含
め

て
〜
」
と
題
し
て
講
演
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
含
め
31
人
が
参
加
し

た
。
座
長
を
務
め
た
辛
龍
文
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

か
ら
も
高
齢
者
の
扱
い
に
つ
い
て

詳
細
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
て
ん
か
ん
患
者
の
自
動

車
運
転
に
関
し
、
色
々
な
議
論
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
臨
床
で

の
対
応
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ

さ
り
、
明
日
か
ら
す
ぐ
に
役
立
ち

そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
講
演
会
が

ほ
ぼ
完
全
に
リ
モ
ー
ト
配
信
さ
れ

て
い
る
中
で
、
や
る
側
も
聞
く
側

も
何
か
味
気
な
い
感
が
ぬ
ぐ
え
な

い
現
状
の
中
、〝
リ
ア
ル
〞
な
講

演
会
に
参
加
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
二
宮
先
生
も
講

演
の
冒
頭
で
、
同
じ
味
気
無
さ
を

述
べ
ら
れ
、
現
在
の
閉
塞
感
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
リ
ア
ル
な
講
演
会
の
座
長

と
い
う
こ
と
で
、
喜
ん
で
承
諾
し

た
次
第
で
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ア

ル
と
リ
モ
ー
ト
のhybrid

な
講
演

会
を
設
定
し
て
く
だ
さ
る
保
険
医

協
会
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
来
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
講
演
会
の
あ
り
方
を
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

 

【
中
央
区　

辛　
　

龍
文
】

　

猛
暑
の
後
の
10
月
17
日
、
神
戸

支
部
総
会
記
念
講
演
に
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
神
経
難
病
専
門
往
診

医
と
の
こ
と
で
、
座
長
の
大
役
が

回
っ
て
き
ま
し
た
。

　

て
ん
か
ん
は
外
傷
後
の
後
遺
症

で
あ
る
と
か
、
検
査
が
大
が
か
り

で
あ
る
た
め
、
希
少
で
扱
い
に
く

い
疾
患
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
高
齢
者
に
も
よ
く
見
ら

れ
るcommon disease

で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
先
生

は
基
本
的
事
項
か
ら
実
際
の
臨
床

で
出
会
う
よ
う
な

症
例
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
り
、
非
常

に
分
か
り
や
す

く
、
会
場
か
ら
も

大
事
な
が
ら
理
解

し
づ
ら
い
事
柄
に

対
す
る
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
私

感
想
文

但馬支部　健康と医療について語り合う会但馬支部　健康と医療について語り合う会

「認知症」を知り
　　　　気持ち軽く

日
々
の
業
務
を
振
り
返
り

「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」実
践

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

講
演
会
の
あ
り
方

院
長
を
夫
に
も
つ
み
な
さ
ま
の
た
め
の
懇
談
会

　

但
馬
支
部
は
10
月
18
日
、
豊
岡

市
内
で
「
健
康
と
医
療
に
つ
い
て

語
り
合
う
会
」
を
開
催
。
千
葉
義

幸
先
生
（
豊
岡
市
：
ち
ば
内
科
・

脳
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

が
「
認
知
症
と
物
忘
れ
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、
市
民
ら
37
人
が
参

加
し
た
。
こ
の
会
は
、
協
会
が
協

力
す
る
兵
庫
県
聴
覚
障
害
者
協
会

・
兵
庫
手
話
通
訳
問
題
研
究
会
医

療
班
の
依
頼
を
受
け
開
催
し
た
も

の
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

千
葉
先
生
の
お
話
が
聞
き
た
く

て
「
わ
し
も
連
れ
て
っ
て
ぇ
〜
な

あ
」
と
言
う
父
を
主
人
に
託
し
て

出
て
き
ま
し
た
。
父
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
で
す
。
父
は
最

近
、
私
に
「
な
に
し
た
ら
い
い

だ
」「
こ
れ
で
え
え
ん
か
」
と
常

に
尋
ね
て
き
て
、
返
事
や
要
望
に

応
え
な
い
と
怒
り
が
大
爆
発
、
金

切
り
声
で
叫
び
ま
す
。
子
ど
も
の

頃
は
あ
ん
な
に
大
好
き
だ
っ
た
の

に
、
父
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
留
守
に
な
る
と
、
思
い
っ
き

り
手
足
を
伸
ば
し
て
深
呼
吸
で
き

る
気
が
し
ま
す
。

　

先
生
は
、「
明
日
は
我
が
身
、

ま
ず
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
す

る
こ
と
が
大
切
。
た
と
え
認
知
症

に
な
っ
て
も
人
間
ら
し
く
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
私
は
〝
う
ち
の
父
は
認

知
症
に
な
ら
な
い
！
〞
と
決
め
つ

け
、
何
か
お
か
し
い
こ
と
は
「
年

の
せ
い
だ
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま

し
た
。
変
だ
と
思
っ
た
時
に
早
期

に
受
診
し
治
療
を
受
け
て
い
た
ら

思
っ
た
ら
早
期
に
診
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生

は
「
介
護
を
し
た
ら
自
分
の
最
期

が
分
か
る
」
と
話
さ
れ
、
父
を
介

護
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

を
介
護
し
て
い
る
気
持
ち
に
な
れ

ば
良
い
の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

　

資
料
に
認
知
症
の
方
々
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。「
怒
ら
な
い
で
笑

っ
て
許
し
て
」「
う
ま
く
言
え
な

い
け
ど
、
話
し
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
」「
自
分
が
壊
れ
て
い

く
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で

す
」
な
ど
、
ま
さ
に
父
の
声
だ
と

思
う
と
講
演
中
に
涙
が
止
ま
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
て
気
持
ち
が
軽
く

な
り
、
父
と
笑
っ
た
り
、
お
茶
し

た
り
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り

等
、
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
千
葉
先
生
、
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
兵
庫
手
話
通
訳
問
題
研
究
会

 

田
邊
あ
ゆ
み
】

…
、
と
後
悔
し
ま
し

た
。

　

先
生
は
、
す
ば
ら

し
い
知
識
と
技
術
を

お
持
ち
で
、
新
設
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
設
備

が
整
っ
て
い
る
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。
私

は
食
べ
す
ぎ
に
注
意

し
て
も
う
少
し
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
心
が
け

て
、
お
か
し
い
！
と

感 想 文
感 想 文 神

戸
支
部　

第

神
戸
支
部　

第
4141
回
支
部
総
会
記
念
講
演

回
支
部
総
会
記
念
講
演

コロナ禍での業務の工夫を交流

聴覚障害者らに認知症について
手話を交えて解説　　　　　　

てんかん患者の臨床での
対応を二宮先生が分かり
やすく説明　　　　　　

保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度ドクターを支えるドクターを支える

秋の共済制度普及　好評受付中! お問合わせは共済部まで　☎ 078-393-1805

いまさら聞けない点眼薬の基本的なお話

「矯正も予防の時代」口腔の育成～筋力の不思議～

日　時　12月５日（土）15時45分～
会　場　協会５階会議室
講　師　姫路市・西川クリニック院長　西川実徳先生
共　催　株式会社日本点眼薬研究所
Zoom視聴希望者は、kusunoki@doc-net.or.jpへ、メール件名
「12/５薬科部研究会Zoom視聴」、本文に①医療機関・薬局名②お
名前③電話番号を記載し送信。来場参加（定員40人）をご希望の方
は☎078－393－1840まで

日　時　12月６日（日）14時～17時
会　場　協会５階会議室
講　師　東大阪市・中原歯科副院長　中原弘美先生
定　員　80人
Zoom視聴も可能。ご希望の方は、ysng@doc-net.or.jpへメール
の件名を「12/6歯科定例研Zoom視聴」とし、本文に①医療機関名
②参加者氏名③電話番号④職種を記載の上、11月30日までに送信し
てください。来場参加をご希望の方は、☎078－393－1809まで

薬科部研究会

歯科定例研究会
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と
な
っ
た
井
浦
新
さ
ん
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
記
憶
を
失

う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「PureSoul

〜

君
が
僕
を
忘
れ
て
も
」
で
脚
光
を

浴
び
た
永
作
博
美
さ
ん
の
ダ
ブ
ル

主
演
作
品
で
す
。
不
妊
症
や
特
別

養
子
縁
組
を
描
い
た
作
品
で
す
が

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
ら
れ
な
か
っ
た

少
女
の
生
き
方
に
も
注
目
で
す
。

　

栗
原
清
和
（
井
浦
新
さ
ん
）
と

佐
都
子
（
永
作
博
美
さ
ん
）
夫
妻

は
、
不
妊
治
療
が
う
ま
く
い
か

ず
、
一
度
は
子
ど
も
を
持
つ
こ
と

を
諦
め
ま
す
が
、
特
別
養
子
縁
組

制
度
を
利
用
し
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
男
の
子
を
育
て
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
朝
斗
と
名
付
け
ら
れ
た

男
の
子
と
の
幸
せ
な
生
活
が
始
ま

っ
て
か
ら
６
年
後
、
朝
斗
の
生
み

の
親
「
片
倉
ひ
か
り
」
を
名
乗
る

女
性
か
ら
、
子
ど
も
を
返
し
て
ほ

　

今
回
は
２
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

【
朝
が
来
る
】

　

ま
ず
直
木
賞
と
本
屋
大
賞
受
賞

作
家
・
辻
村
深
月
さ
ん
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
映
画
化

「
朝
が
来
る
」
で
す
。
黒
川
検
事

長
定
年
延
長
に
反
対
し
て
時
の
人

し
い
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。
出
産
時
に
中
学
生
だ
っ
た
ひ

か
り
は
、
手
紙
を
添
え
て
、
清

和
、
佐
都
子
夫
妻
に
、
全
て
を
託

す
心
優
し
い
少
女
で
し
た
が
、
訪

ね
て
き
た
若
い
女
性
は
、
６
年
前

の
面
影
を
全
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
養
子
縁
組
は
子
ど
も
を
迎

え
た
家
庭
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち

で
す
が
、
こ
の
映
画
で
は
、
事
情

が
あ
っ
て
授
か
っ
た
子
ど
も
を
育

て
ら
れ
な
い
女
性
に
注
目
す
る
点

が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

社
会
問
題
で
あ
る
望
ま
な
い
妊

娠
と
、
ど
う
し
て
も
赤
ち
ゃ
ん
に

恵
ま
れ
な
い
夫
妻
の
苦
労
も
見
事

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
政
権
は

不
妊
治
療
の
保
険
導
入
を
政
策
の

目
玉
に
し
て
い
ま
す
が
、
憲
法
14

条
の
法
の
下
の
平
等
に
は
、
生
ま

れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
平
等
も

謳
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困

対
策
も
政
策
に
入
れ
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
日
本
の
少
子
化

や
晩
婚
化
、
家
族
の
あ
り
方
、
特

別
養
子
縁
組
へ
の
偏
見
に
つ
い
て

問
題
提
起
し
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。
話
題
の

作
品
を
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？　

日
本
の
社
会
保

障
制
度
、
福
祉
制
度
は
、
ま
だ
ま

だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
せ

る
力
作
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ス
パ
イ
の
妻
】

　

続
い
て
２
０
２
０
年
ベ
ネ
チ
ア

映
画
祭
銀
獅
子
賞
受
賞
作
品
「
ス

パ
イ
の
妻
」
を
紹
介
し
ま
す
。
１

９
４
１
年
太
平
洋
戦
争
前
夜
、
中

国
で
機
密
情
報
を
知
っ
た
貿
易
商

の
優
作
（
高
橋
一
生
さ
ん
）
と
そ

の
妻
聡
子
（
蒼
井
優
さ
ん
）
の
夫

婦
愛
と
正
義
を
貫
く
サ
ス
ペ
ン
ス

作
品
で
す
。
黒
沢
清
監
督
が
作
品

朝
が
来
る
／

ス
パ
イ
の
妻

白岩一心

135

Ⓒ
２
０
２
０
「
朝
が
来
る
」Film Partners

Ⓒ2020 NHK, NEP, Incline, C&I

Ｑ　カルテの記載等に関する法令の定
め等について教えてください。また、
カルテの記載や保存について、どのよ
うな点について留意する必要があるの
でしょうか。

Ａ　医師法24条１項や歯科医師法23条
１項は、医師および歯科医師（以下
「医師」といいます）が診療をしたと
きは、「遅滞なく診療に関する事項を
診療録に記載しなければならない」と
定めています。このカルテ作成義務
は、保険診療はもとより自由診療の場
合も含めて、診療に従事したすべての
医師に課せられた法的義務であり、違
反者に対しては50万円以下の罰金が科
せられることになっています。
　診療録（以下「カルテ」といいま
す）の記載事項としては、受診者の住
所・氏名・年齢・性別、病名および主
要症状、治療方法（処方・処置）、診
療年月日とされています（医師法・歯
科医師法の各施行規則）。
　また、保険診療に関し、療養担当規
則第22条では、保険医は、患者の診療
を行った場合には、遅滞なく、様式第
１号またはこれに準ずる様式の診療録
に「当該診療に関する必要な事項を記
載しなければならない」と定めていま
す。
　カルテは最後の診療のときから５年
間の保管義務が定められています（同
各法条２項）。なお、保険診療に関し
て、療養担当規則９条は、カルテ以外
の療養の給付の担当に関する帳簿、書
類その他の記録（レントゲン写真など
の検査記録や処方箋など）の保存期間
を３年と定めています。カルテやその
他の診療に関する書類には、重要な個
人情報が含まれていますからその保存

には万全の注意が必要です。
　カルテは診療に従事した医師本人が
記載するのが通常ですが、医療スタッ
フ等が代筆しても構いません。後者の
場合には、診療した医師の指示に基づ
く記載であることが、カルテに明示さ
れていること（具体的には医師がサイ
ンまたは押印する）が必要です。この
点は電子カルテの場合も同様であり、
医師の承認（具体的には診療した医師
の電子署名）が必要です。
　「遅滞なく」というのは、通常は
「診療の直後に」と理解されています
が、特にいつまでという定めはありま
せん。翌日や翌々日なら問題はないで
しょう。訂正は、訂正前の記載が判別
できるよう二重線で行う、行間を空け
ない、電子カルテの場合は修正履歴を
残す、なども必要です。一般に使用さ
れている略語、記号、外国語等による
記載は問題ありませんが、独自の略語
などはなるべく避けた方が良いでしょ
う。また判読が困難な、乱雑な記載は
改めるべきでしょう。
　カルテの記載の有無、内容によっ
て、保険診療報酬の請求が認められな
かったり、不正・不当請求であるとし
て指導・監査の対象にされる場合もあ
りますから、注意を要します。
　カルテは、医師が、自身の診断内容
や治療方針・治療経過等を確認する重
要な記録であるばかりでなく、患者と
の診療契約の履行状況を証明する大切
な証拠物件であり、また、保険診療報
酬を請求するレセプトの点数算定根拠
となるものです。診療に追われる多忙
な日々であっても、カルテの記載をお
ろそかにしないことが大切です。
【中央区・神戸花くま法律事務所
 弁護士　小牧　英夫】

カルテの記載について
リーガル
コラム
vol.４

能なものとして明記されている費用
（在宅医療に係る交通費、薬剤の容器
代等）、医療行為ではあるが治療中の
疾病または負傷に対するものではない
ものに係る費用（インフルエンザ等の
予防接種、美容形成等）などがあげら
れます。
Ｑ３　実費徴収する場合の留意点はあ
るか。
Ａ３　費用徴収は医療機関と患者の同
意に基づき行われるものになります。
医療機関内の見やすい場所に費用徴収
に係るサービス等の内容および料金に
ついて患者にとって分かりやすく掲示
しておく必要があります。患者からの
費用徴収が必要となる場合には、患者
に対し、徴収に係るサービスの内容や
料金等について明確かつ懇切に説明
し、同意を確認の上徴収します。
　なお、徴収する費用については、社
会的にみて妥当適切なものとする必要
があります。

を
指
揮
し
、
神
戸
で
撮
影
さ
れ
た

こ
と
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

優
作
は
、
機
密
の
詳
細
を
フ
ィ

ル
ム
に
記
録
し
、
国
際
社
会
に
訴

え
よ
う
と
し
ま
す
。
優
作
の
正
義

感
と
聡
子
の
思
う
幸
福
と
の
葛
藤

が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
２
人
の
周
り

に
渦
巻
く
裏
切
り
者
た
ち
。
そ
し

て
２
人
は
米
国
行
き
を
決
断
し
ま

す
が
…
。

　

「
ス
パ
イ
の
妻
」
と
言
い
ふ
ら

さ
れ
て
も
、
動
じ
な
い
蒼
井
優
さ

ん
の
演
技
が
圧
巻
で
す
。
聡
子
が

「
私
は
狂
っ
て
い
な
い
。
狂
っ
て

い
る
の
は
日
本
政
府
だ
」
と
い
う

セ
リ
フ
が
、
こ
の
作
品
の
全
て
を

表
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
戦
時
下

の
悲
劇
を
再
検
討
す
る
、
確
か
な

歴
史
認
識
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
で
撮
影
さ
れ
た
見
事
で
繊

細
な
時
代
セ
ッ
ト
や
映
像
に
も
注

目
の
作
品
で
す
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ｑ１　患者への処置でガーゼを大量に
使用したが、ガーゼ代を患者から実費
徴収してもよいのか。
Ａ１　ガーゼ代や絆創膏代などの衛生
材料代は「療養の給付と直接関係ない
サービス等とはいえないもの」とされ
ており、実費徴収は認められていませ
ん。他に実費徴収が認められないもの
としては、おむつ交換や吸引などの処
置時に使用する手袋代、手術に通常使
用する材料代（縫合糸代等）、ウロバ
ック代、骨折や捻挫などの際に使用す
るサポーターや三角巾、医療機関が提
供する在宅医療で使用する衛生材料代
などがあげられます。
Ｑ２　実費徴収が認められるものは、
どのようなものか。
Ａ２　「療養の給付と直接関係ないサ
ービス等」が実費徴収が認められるも
のになります。公的保険給付とは関係
のない文書の発行に係る費用（各種意
見書や診断書、診療録の開示手数料
等）、診療報酬点数表上実費徴収が可

〈患者からの実費徴収（療養の給付と直接関係ないサービス等）〉

医科保険請求

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

杉
谷　

公
成
先
生

西
宮
市　

内
・
消
化
器
科

９
月
６
日 

享
年
79
歳

木
下　

弘
喜
先
生

尼
崎
市　

薬
科

11
月
６
日 

享
年
61
歳

庄　
　

智
矢
先
生

中
央
区　

整
形
外
科

11
月
１
日 

享
年
78
歳

石
戸　
　

力
先
生

兵
庫
区　

内
科

11
月
11
日 

享
年
89
歳
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第１９５９号 （６）２０２０年(令和２年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

－保険診療のてびき・732－

第29回
日常診療
経験交流会
演題より

西宮市・半田医院院長　　半田　伸夫先生講演

新型コロナウイルス感染症診療に
関するアンケート調査の結果（上）

図１　回答のあった施設の内訳（問１） 図２　新型コロナウイルス感染症疑い患者さんへの対応（問３）

図３　調剤薬局への電話連絡（問６）

はじめに
　2019年末、中国武漢で報告された
重症肺炎を起こす新型感染症は、
SARSウイルスと同じコロナウイル
スの新種であるSARS-CoV２ウイル
ス に よ る も の と 診 断 さ れ、
COVID-19感染症と命名された１）。そ
の後クラスター感染という特異な感
染形態と、発病前無症状期からの感
染力を有することから、従来の防
疫、感染対策をくぐりぬけて全世界
に広がり、パンデミックとなった。
わが国でもいわゆる輸入感染症とし
て２類感染症の指定を受け、全例報
告、全例隔離の対策が開始され、現
在に至っている２）。
　その中で、政府は一般医療機関で
のコロナ診療を求め始めている。今
回、西宮・芦屋支部として、発熱患
者さんへの対応、院外薬局への連
絡、指定感染症２類からの解除など
についてのアンケート調査を行い、
若干の知見を得たので報告する。

アンケート方法
　西宮・芦屋支部に所属する609医
療機関（病院、診療所、歯科医院）
に以下のアンケートを2020年９月に
送付し、意見を取りまとめた。今後
の新型コロナ診療の方向性を探る一
助とする。
　アンケートの内容は以下の通り。
問１：先生の医療機関について（①
病院、②診療所（標榜科））
問２：新型コロナ感染予防のための
スタッフ個人防護具として常備して
いるものをお選びください（ゴーグ

ル、アイシールド、フェイスシール
ド、キャップ、ガウン、手袋、N95
マスク、その他）
問３：新型コロナを疑う患者さん
（発熱患者さん）への対応（①最初
から断っている、②電話またはイン
ターフォン越しに話をして必要な対
応を行う、③待合室など動線を分け
られるので通常通り診察している、
④別の時間帯に診察している）
問４：問３で②～④を選択された場
合、スタッフによる患者さんへの説
明・問診・診療介助などの対応はあ
りますか（①ある、②ない）
問５：問３で②～④を選択された場
合、一部負担金の徴収はどのように
していますか。内容をお書きくださ
い
問６：院外処方の場合は、患者さん
が希望する調剤薬局を確認して電話
連絡をしていますか（①連絡をして

家族から意見・クレームを寄せられ
たことはありますか（①ある、②な
い）
問９：先生は新型コロナを指定感染
症から解除すべきと考えますか（①
直ちに解除すべき、②このままでよ
い、③経過を見て解除すべき）
問10：兵庫県保険医協会西宮・芦屋
支部では、新型コロナに関する学習
会を10月に計画しています。講師の
先生にお聞きになりたい事項がござ
いましたら、お書きください

アンケート結果
　152施設から回答があり25％の回
答率であった。
　標榜科（問１）は図１のように内
科63施設、歯科12、整形外科11、耳
鼻科８、皮膚科８など、ほぼ全科か
ら回答が得られた。
　個人防護具（問２）は、常備品は
手袋、フェイスシールドなどで、比
較的多くの施設で常備している傾向
にあった。
　新型コロナを疑う患者さんへの対
応（問３）は図２のように、最初か
ら断っている、58施設（35％）。電
話またはインターフォン越しに話を
して必要な対応を行い、必要とすれ
ば薬を処方している：48施設（29
％）。待合室など動線を分けられる
ので通常通り診察している：35施設
（21％）。別の時間帯に診察してい
る：24施設（15％）であった。発熱
患者が訪れることが多い、内科、小
児科81施設でみると、最初から断っ
ている：５施設（６％）、電話また
はインターフォン越し：38施設（47
％）、動線を分けて通常診察：22施

設（27％）、時間を分けて：16施設
（20％）であり、断る率は低くなっ
ている。
　スタッフによる発熱患者さんへの
診療介助（問４）については、回答
90施設のうち、介助ありが66施設
で、特に病院、小児科では100％で
あった。内科では介助あり69％で、
医師一人での対応をする施設も少な
からずあることも分かった。
　金銭の授受（問５）に関しては、
トレイで受け渡しをする、と書いて
いる施設が多かった。また当日金銭
授受はせずに結果が判明してから徴
収、防護服を着て対応、小児科では
感染していない保護者からとの回答
が多かった。クレジットカード利用
との意見もあった。
　調剤薬局への電話連絡（問６）に
ついては、約半数で連絡しているも
のの、半数近くでは連絡しておら
ず、発熱患者さんの対応に、薬局と
の連携の必要性が求められる結果で
あった（図３）。
 （次号につづく）

参考文献
１） Huang C, Wang Y, Li X, et 
al.: Clinical features of patients 
i n f e c t e d w i t h 2019 nove l 
coronavirus in Wuhan, China. 
Lancet onl ine , January 24, 
2020. Heeps : / /do i . o r g /10. 
1016/50140-6736（2）30183-5

２） 診療の手引き検討委員会編：新
型コロナウイルス感染症
COVID-19診療の手引き第３
版、2020

　CKDは成人の８人に１人と頻度の高い疾患であるが、その頻度は加齢
とともに増加するため、今後の一層の高齢化に伴ってCKD症例はより増
加すると予想される。CKDでは末期腎不全、心血管系疾患、そして死亡
のリスクの高いこと、そして、CKDステージのステージが増すほど、蛋
白尿が多いほど、これらのリスクは高まることが知られている。人生
100年時代にこれらのリスクを減らすには、CKDの進行を抑制する治療
とともに、CKDを発症させないための管理が重要となる。このために
は、血圧、血糖、脂質などの管理に加えて、食事療法、体重管理、禁
煙、運動療法など、患者・家族に行動変容を促す取り組みが重要とな
る。また、従来の疾患に加えて、AKI（急性腎障害）がCKDの発症ばか
りか進展にも大きく関与することも知られてきた。本講演では「透析だ
よ」という脅しではなく、それぞれの患者が自らの人生の目標に向かっ
て生きるため、寄り添う中でのよりよいCKD診療について概説する。
 【安田　記】

日　時　2020年12月12日（土）17時～
会　場　 協会５階会議室（※講師は来場せず現地からZoomによる講演

となります。会員の先生方には可能な限りZoomによるオンラ
イン視聴をお願いしておりますが、インターネット環境その他
でZoom視聴が困難な場合はご来場ください）

講　師　吉祥寺あさひ病院　副院長
　　　　東京医科大学　兼任教授　　安田　隆先生

CKDの診療
－透析導入ばかりでなくCKDの発症を予防する－

第568回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

Zoom視聴のお申し込みは、yamakawa-t@doc-net.or.jpまで。メール
の件名を「12月診内研Zoom視聴」にし、本文に①医療機関名②お名前
③電話番号を記載の上、送信してください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで
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問７：発熱患者
さんの扱いにつ
いて、病院、診
療所、薬局、保
健所と問題にな
ったことはあり
ますか（①あ
る、②ない）
問８：新型コロ
ナへの貴院の対
応について、患
者さんやそのご


